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平成 2８～３０年度「全国学力・学習状況調査」における本校の現状 

○国語・数学ともに基礎基本（A 問題）の定着が不十分である。 
○思考力・判断力を問う問題（B問題）が苦手な生徒が多い。 
○記述式の問題（B 問題）になると極端に正答率が下がる。 
○国語・数学を問わず、無解答率が高い。 ○家庭学習の時間が少ない。 

              本校の主な取組 （3 ヵ年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 学び合いを通して、主体的に課題解決する生徒を育成し、 

       学力向上に繋げる ～ケアのある学びを通して～ 

 

成果・・・学習意欲の向上 
○教科への高い関心(全国平均を上回るか同等) 
○家庭学習時間の上昇 
○「自分で考え、取り組んでいた」生徒 

７０％台→約８５％ 
○無解答率 約２％減少 
○記述式の正答率 ８．３％上昇 

1年目 生活規律・学習規律の徹底 

2年目 グループ活動の実践と Q-U検査の活用 

今年度 “湖北中授業スタイル”の実践 

 

 

学校教育目標 「自主貢献」自主的に判断・行動し、助け合える生徒の育成 

 

  

 

「主体的・対話的で深い学び」に基づいた授業改善 

授業におい

て、書く、

思考する、

発表する場

面を意図的

に設定 

５教科朝学習・１日１ページ学習 人間関係の把握・加配教員のサポート 

「主体的・対

話的で深い

学び」に関す

る研修会、相

互授業参観、

教科を問わ

ない協議会

の実施 

課題・・・活用力の向上 
○思考のプロセスの明確化 
○ケアのある“学び合い”と、対
話的な“考えの練り上げ(すりあ
わせ)”の両輪で進める、グルー
プ学習の充実。 

○継続的なPDCAサイクルの確立 
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